
・マーケティングに基づく商品づくり

・新たな花屋認定制度創設による県産花き販売促進

・インターネットやSNSを活用した新たな流通・販売体制の構築

・異業種との連携

・福祉施設での花の効果効用を生かした活用促進

・園芸福祉を活用した高齢者の活躍の場づくり

・SNS等を活用した国内外に向けた岐阜県産花きの魅力発信

・コンテスト、コンクールの開催による花きの魅力発信

・花の広報・情報センター（仮称）の設置・運営

・市町村等と連携した花と緑を生かしたイベントづくり

・公園・沿道・公共施設広場等の県民憩いの場での花飾り提案

・花と緑に囲まれた健康的で安らぎのある住みやすいまちづくり

・花き文化団体と連携した花の活用促進に向けた地域活動の展開

・福祉系大学と連携した学生提案による園芸福祉の新たな展開

・暮らしの中や地域社会における花飾りの提案

(仮称)ぎふ花と緑の振興コンソーシアムの機能・事業展開のイメージ

広報・情報発信

・県産花きの魅力発信

花文化振興
・花文化の意識啓蒙

・園芸福祉･花育の普及

花き産業振興

・新商品開発・技術普及

・流通販売体制の充実

研究開発

・新品種・新技術開発

・高品質・高付加価値化

・公共施設･公園の活用

花と緑を活かした
地域づくり

・地域での花の活用促進

・民間育種や生産者育種を活用した品種開発

・地球温暖化に対応した耐暑性品種の導入・生産技術の開発

・ＩｏＴやＡＩを活用した高品質化、高付加価値化の研究･実証

・観光地での花を使ったデモンストレーションによるおもてなし

・地場産業（美濃焼・美濃和紙）とコラボした商品づくり

・花の効果効用を活用した花のある暮らしの提案

・花の情報発信

事業展開例コンソ―シアムの機能

農福連携

・花を活用した福祉活動

・園芸福祉活動の促進

移住定住

・県外出身者の就農支援
・移住定住部門と連携した農地や空家・空ハウス情報の提供

〇学生提案による事業アイデアコンペの

開催及び提案事業への参画企業の募集

〇国際園芸アカデミーと協定を締結した

自治体等との連携による学生の公園整

備への参画

〇企業と連携した花と緑の癒しの空間づ

くり

〇ＳＮＳを活用した県産花き情報の発信

〇園芸福祉サポーターと福祉施設との

マッチング支援による活躍の場づくり

〇空ハウス情報の調査とデータベース化

当面の取組

〇異業種と連携した新たな装飾スタイ

ルの提案

〇異業種交流会の開催

〇サブスクリプション商品の開発

〇岐阜県オンリーワン品種の育成

〇国際園芸アカデミーと連携した担い

手育成の推進

新たな需要開拓

・花の効果効用の活用

行
政

主
体
事
業

企
業
・
研
究
・
教
育
機
関

主
体
事
業
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(仮称)清流の国ぎふ
花と緑の振興センター

清流の国ぎふ花と緑の振興センター・ぎふ花と緑の振興コンソーシアム ～設置・運営体制～

若手生産者
・

就農希望者

公園
公共施設

花フェスタ
記念公園

農業技術
センター

企業

・「担い手育成施設」の設置・運営・予算措置

・担い手育成施設の研修受入・研修計画の策定・広報・情報発信

・コンソーシアム事業の運営支援（事務局）

担い手育成・支援施設

１ 若手生産者の技術力向上研修の実施

２ 経営管理能力向上研修の実施

３ 新規就農希望者・定年希望者の技術習得研修の実施

４ 国際園芸アカデミー卒業生の就農研修の実施

５ コンソーシアムWGの研究・実証試験の実施

・技術力のある人材
を業界への輩出

国際園芸アカデミー

・まちづくり
生涯学習の協働

・業界ニーズに
応じた人材育成支援

[所掌事務]

（設置・運営主体：県）

連携フィールド

２
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・WGの設置・運営・中間報告会等の開催

・花きの振興方策の策定

・事業計画・予算策定及び事業報告・収支決算
[所掌事務]

[構 成]

[事務局]

[事 業]

理事会
（清流の国ぎふ花き戦略会議 構成メンバー）

理事長

賛助
会員

賛助
会員

賛助
会員

賛助
会員

(仮称)ぎふ花と緑の振興コンソーシアム

・行政と企業が連携した産業振興事業

・企業等のワーキンググループによる事業

県（清流の国ぎふ花と緑の振興センター）



事業化・ビジネス化検討

花文化振興・
地域づくり

新品種・新技術
開発・品質向上

花の需要開拓
・産業振興

事業化展開企業連携・新規開拓

実証・普及展開研究・開発

花の広報・情報センター設置 〜花の情報収集・発信の一元化〜広報・情報発信

○SNSによる情報発信 ○地域の花飾り、イベント情報発信 ○就農支援（空きハウス・資材情報）

自立展開活動定着地域需要拡大

○自治体と連携した花と緑のまちづくり

○学生提案による新たな事業展開

○活躍の場作り

○自治体・学校との連携
○定着・波及

○住宅､インテリア等の異業種業界との連携

○マーケティングによる最新トレンド把握

○事業化・ビジネス化へ

○新商品の開発

○品種開発を目指した民間企業との連携促進

○地球温暖化対策 省力・高品質化の検討

2025(R7)2024(R6)2023(R5)2022(R4)2021(R3)2020(R2)

○ぎふオンリーワン品種開発

○スマート農業技術の導入

清流の国ぎふ花と緑の振興センター・ぎふ花と緑の振興コンソーシアム ロードマップイメージ

担い手育成・支援施設の運営

コンソーシアムの運営支援

(仮称)
清流の国ぎふ花と
緑の振興センター

センター運営開始

産
業
界
の
発
展
と
担
い
手
の
育
成
の
実
現

(仮称)
ぎふ花と緑の振興
コンソーシアム

○参画企業等の勧誘

○WGの設置

センター開設準備

○規約策定

○担い手研修計画策定

○講師の選定

○受講者募集

○施設整備に向けた
業者選定（入札）

WG活動開始コンソーシアム設置

○規約策定

○コンソ参画企業勧誘

○ＷＧ有望事業の選定、ビジネス化検討

○予算化

○ＷＧの立上げ

○参画企業等募集

○ＷＧ事業検討

担い手育成・
支援施設

技術研修開始実施設計・施設整備

経営力強化研修開始

【具体的取組み】

【具体的取組み】

○担い手の新技術研修の実施

○新規就農希望者への技術研修実施

○研修品目導入

課
題
の
整
理
及
び
事
業
展
開
検
討

(

有
識
者
会
議
）

施設設置準備

○施設利用計画策定

○施設の仕様書作成

○企業や団体等との連携促進
○コンソーシアムWGの研究・実証試験

○中核的担い手育成

○担い手育成研修実施

３
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